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科目名 構造力学Ⅱ 【26年度生用】 コード

英語表記 Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ Ａｎａｌｙｓｉｓ Ⅱ   

担当教員名 北川 良和 年度 平成26年度 

基準年次 2年次 開講期 後期 単位数 2 

授業形態 講義 授業形式  面前 履修形態 必修 

授業概要

 本講義では、建築構造･構造力学･構造設計の相互関係から建築構造の現実の現象を理解する。特に、建築物のような不静定構造物
を対象に、各種荷重状態で建築部材にどのような応力や変形が生じるか、力と変形の釣合い条件から学ぶ。更に、弾性から塑性域を経
過して崩壊に至る塑性変形性能や終局耐力、圧縮力を受ける細長い部材の座屈現象、建築構造の振動現象について学ぶ。 

到達目標

 以下の事項について理解する。（１）部材の変形、変形の分解と組合せ（２）仮想仕事の原理とマックスウエル・ベッティーの相反定理
（３）力と変形の釣合い条件（４）不静定構造物の反力、応力度、せん断力と水平剛性（５）座屈現象と振動現象 

授業計画

第１回 はりの変形 （その１）片持はりの場合について学ぶ。 

第２回 はりの変形 （その２）単純支持はりの場合について学ぶ。 

第３回 はりの変形 （その３）変形の分解、組合せの考え方について学ぶ。 

第４回 仮想仕事の原理について学ぶ。 

第５回 マックスウエル･ベティーの相反定理について学ぶ。 

第６回 不静定構造物の反力、応力について学ぶ。 

第７回 分割モーメント、到達モーメントについて学ぶ。 

第８回 固定モーメントについて学ぶ。 

第９回 曲げモーメントとせん断力との関係について学ぶ。 

第１０回 層せん断力と水平剛性との関係について学ぶ。 

第１１回 層間変形について学ぶ。 

第１２回 基本的ラーメン骨組み （その１）応力度とその分布について学ぶ。 

第１３回 基本的ラーメン骨組み （その２）終局耐力の考え方について学ぶ。 

第１４回 部材の座屈現象について学ぶ。 

第１５回 骨組みの振動現象について学ぶ。 

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

 

 出席点(４０％）、試験(４０％）、日常点(２０％）を総合的に評価す
る。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

 ４０  １０  ４０  １０

授業外学習 テキスト、教材

 

 特になし。

 

 特に指定しない。講義中に関連資料を配布する。

参考書 受講生へのメッセージ

 

 適宜講義中に紹介する。

 

 構造力学の応用として構造計画・構造設計にどの様に適用する
か等、構造力学的知見をより深く理解すること。

キーワード

 はりの変形、変形の分解･組合せ、仮想仕事の原理、不静定構造の応力と変形、せん断力と剛性、座屈現象、振動現象 
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